
 

 

第 4群  4-9 一人で出たがる（有無） 
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4－9 

一人で外に 

出たがり 

目が離せない 

評価軸 ：③有無 

1.ない 

2.ときどきある 

3.ある 

(1) 調査項目の定義 

「一人で外に出たがり目が離せない」行動の頻度を評価する項目である。 

 

(2) 調査上の留意点及び特記事項の記載例 

環境上の工夫等で外に出ることがなかったり、または、歩けない場合等は含まない。 
 

◆特記事項の例◆ 

以前は、目を離すとすぐに家の外に出てしまっていたが、下肢の筋力低下が進んでからは、歩
行することができなくなったため、実際に外に出て行くことはないため「1.ない」を選択する。 

 

◆特記事項の例◆ 

毎日のように施設の入り口まで出て行き、タクシーを呼ぶように事務員に話しかけることか
ら、「3.ある」を選択する。居室に戻るまで 5 分程度は説明をしなければならず、手間となっ
ている。 

 

(3) 異なった選択が生じやすい点 

対象者の状況 誤った選択 正しい選択と留意点等 

現在、入所中で、以前

は、毎日のように外に

出ようとしていた。フ

ロアーの外や階段、エ

レベーターの前に観

葉植物を置いたとこ

ろ、現時点ではその行

動がなくなったが、観

葉植物を置く等をし

ないと、行動が週に 5

回ほど起こることが

再発すると考えられ

る。 

「3.ある」 「1.ない」を選択する。 

環境上の工夫等で外に出ることがなかったり、

または、歩けない場合等は含まない。 

 

 


